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介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

■
霞
ケ
丘
１
・
５
・
１

■
一
般
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん（
障
が
い

な
ど
に
よ
り
駐
車
場
の
利
用
が
必
要
な

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

■
新
規
に
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
利
用
登

録
を
す
る
人
は
、
本
人
確
認
書
類（
健

康
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

骨
盤
底
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
骨
盤
底
筋
は
、
内
臓
を
さ
さ
え
、
排
尿

時
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
姿
勢
の
改
善
に
関

係
し
て
い
ま
す
。
姿
勢
と
呼
吸
を
意
識
し

骨
盤
底
筋
の
使
い
方
を
一
緒
に
学
ん
で
行

き
ま
し
ょ
う
。

日
時　
5
月
13
日
㈪

　
①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
②
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

　
5
月
15
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員　
40
人（
申
込
順
）

持
ち
物　
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
利
用
登

録
証
・
飲
み
物

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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高
齢
福
祉
課

●
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る「
も
の
忘

れ
・
認
知
症
相
談
」（
要
予
約
）

　
　
認
知
症
は
、
早
期
の
段
階
で
の
対
応

が
重
要
で
す
。
認
知
症
に
関
し
て
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
14
日
㈮

　
午
後
３
時
～
4
時
30
分

場
所　
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
２
階

　
交
流
活
動
室

定
員　
３
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
６
月
５
日
㈬
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
む

※
申
し
込
み
後
、
担
当
の
高
齢
者
あ
ん
し

ん
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
て
お
話

を
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
つ
る

が
ま
い
の
移
転

　
９
月
30
日
㈪
か
ら
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相

談
セ
ン
タ
ー
つ
る
が
ま
い
の
事
務
所
が
移

転
し
ま
す
。
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

新
所
在
地　
大
井
中
央
2
・
２
・
１

　
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　

０
４
９
・
２
５
６
・
６
０
６
１

※
移
転
日
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

「聞こえ」のチェックをしてみましょう

　高齢期には多くの人が徐々に耳の「聞こえ」の力が衰える加齢性難聴に
なり、会話がしにくくなります。早期のうちに専門機関に相談し補聴器を
使用することで、認知機能の低下予防にも効果があると言われています。
　まずは、あなたの「聞こえ」を自分でチェックしてみましょう。
　ひとつでも当てはまる場合には、耳鼻咽喉科で相談してみましょう。

●高齢者のための「聞こえ」のセルフチェック（リーフレットより）
□ 会話をしているときに聞き返すことがよくある
□ うしろから呼びかけられると気付かないことがある
□ 聞き間違いが多い
□ 見えないところからの車の接近にまったく気付かないことがある
□ 話し声が大きいと言われる
□ 集会や会議などの数人の会話がうまく聞き取れない
□ 電子レンジの「チン」という音やドアのチャイムの音が聞こえにくい
□ 相手の言ったことを推測で判断することがある
□ 家族にテレビやラジオの音量が大きいと言われることがよくある

 高齢福祉課（ 049・262・9038）

60 歳からの

シシニニアア
　 　 ラライイフフ


